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今
年
の
８
月
に
続
き
、
２
回
目
と
な
っ
た
ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
（
新
潟
県

三
条
市
）
主
催
に
よ
る
キ
ャ
ン
プ
イ
ベ
ン
ト
が
、
１１
月
９
日
１０
日
、

若
神
子
亭
「
風
の
広
場
」
等
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 
前
回
の
夏
開
催
と
は
違
い
、
朝
晩
に
は
か 

な
り
の
冷
え
込
み
と
な
り
ま
し
た
が
、
４
０ 

名
を
超
え
る
参
加
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
設
置
し 

た
テ
ン
ト
に
宿
泊
し
、
餅
つ
き
体
験
や
、
荘 

園
内
の
散
歩
な
ど
、
晩
秋
の
本
寺
を
満
喫
し 

て
頂
き
ま
し
た
。 

 

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
を
、
今
後
の
施
設
運
営 

に
も
参
考
と
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 
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骨
寺
村
荘
園
の
景
観
維
持
と
営
農
活
動
の
継
続
に
欠
か
せ
な
い
大
切
な

作
業
、
秋
季
の
土
水
路
整
備
が
、
１１
月
１６
日
、
地
元
住
民
に
加
え
、
岩
手

県
建
設
業
協
会
一
関
支
部
、
一
関
市
水
道
工
事
業
組
合
、
関
係
機
関
の
皆
様

の
協
力
の
も
と
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

当
日
は
、
時
折
小
雨
も
混
じ
る
肌
寒
い
天
候
の
中
、
総
勢
１
５
０
名
を
超

え
る
参
加
者
に
、
総
延
長
２
０
キ
ロ
に
も
及
ぶ
土
水
路
の
泥
上
げ
作
業
を
行

っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

高
齢
化
が
進
む
当
地
域
に
お
い
て
は
、
住
民
だ
け
で
は
難
し
い
こ
の
重
労

働
。
毎
回
ご
協
力
い
た
だ
く
関
係
業
者
の
皆
様
に
は
、
本
当
に
感
謝
の
思
い

で
い
っ
ぱ
い
で
あ
り
ま
す
。 

 

協
議
会
と
し
て
も
、
よ
り
多
く
の
地
域
の
皆
さ
ん
に
、
こ
の
作
業
の
意
義

と
必
要
性
を
伝
え
な
が
ら
、
積
極
的
に
参
加
し
て
頂
け
る
よ
う
働
き
か
け
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

骨
寺
村
荘
園
の
秋
の
収
穫
に
感
謝
し
、
訪
れ
る
皆
様
と
の

交
流
の
促
進
を
目
的
と
し
、
第
９
回
「
骨
寺
村
荘
園 

収
穫

祭
」
が
、
１１
月
３
日
（
日
）
若
神
子
亭
を
会
場
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

 

今
回
も
、
餅
つ
き
の
実
演
や
お
振
舞
、
芋
の
子
汁
の
振
舞

い
、
南
部
一
郎
か
ぼ
ち
ゃ
や
荘
園
米
の
新
米
の
試
食
＆
販
売
、

産
直
野
菜
な
ど
の
百
円
均
一
市
な
ど
、
沢
山
の
来
場
者
に
実

り
の
秋
を
存
分
に
楽
し
ん
で
頂
き
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
今
年
度
か
ら
、
地
元
の
厳
美
中
学
校
の
取
り
組
み

と
し
て
地
域
を
応
援
す
る
「
ふ
る
さ
と
隊
」
が
組
織
さ
れ
、

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
で
も
生
徒
１４
名
が
参
加
し
、
会
場
設
営
、

調
理
、
着
ぐ
る
み
で
の
Ｐ
Ｒ
、
撤
収
ま
で
、
一
日
を
通
し
て

積
極
的
に
運
営
に
協
力
し
て
頂
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

 

い
つ
も
よ
り
元
気
な
？
い
っ
く 

ん
・
み
な
み
ち
ゃ
ん
は
、
小
さ
い 

子
供
達
に
も
大
人
気
で
、
記
念
写 

真
を
撮
っ
た
り
ハ
グ
し
た
り
と
、 

イ
ベ
ン
ト
を
大
変
盛
り
上
げ
て
い 

ま
し
た
。 

お問合せ・申し込みは 

交流館（0191335022）まで 
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